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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

確率統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．数理計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．画学について理解・修得していることが前提となる．について理解・修得していることが前提となる．理解・修得していることが前提となる．して理解・修得していることが前提となる．いることが前提となる．前提となる．となる．

神戸市立工業高等専門学について理解・修得していることが前提となる．校 みすず 准教授2019年度シラバスシラバス

数理統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる． みすず 准教授(Mathematical みすず 准教授Statistics)

全専攻・1年・前期・選択・2単位

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

工学について理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すな場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すでの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すに必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すな統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すについて理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す知識を深め，統計解析の手法について修得すを深め，統計解析の手法について修得す深め，統計解析の手法について修得すめ，統計解析の手法について修得す統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．解析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す手法について修得すについて理解・修得していることが前提となる．修得していることが前提となる．す
る．また，統計解析の手法について修得す調査の企画設計，調査の実施，統計手法を用いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す企画設計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．，統計解析の手法について修得す調査の企画設計，調査の実施，統計手法を用いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す実施，統計解析の手法について修得す統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．手法について修得すを深め，統計解析の手法について修得す用いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．など，統計解析の手法について修得す一連のプロセスを行うことで，理解を深める．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すプロセスを深め，統計解析の手法について修得す行うことで，理解を深める．うことで，統計解析の手法について修得す理解を深め，統計解析の手法について修得す深め，統計解析の手法について修得すめる．

【A1】データと実践的統計学の基本の理解データの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すと実践的統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．学について理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す基本の理解の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す理解
データの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す属性，統計解析の手法について修得す標本の理解と誤差，統計解析の手法について修得すデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す分布などの意味が理解できているか．試などの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す意味が理解できているか．試が前提となる．理解できて理解・修得していることが前提となる．いるか．試
験，統計解析の手法について修得す演習およびレポートで評価する．および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．レポートで評価する．で評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．する．

【A1】データと実践的統計学の基本の理解基本の理解統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．量と様々な確率分布についての理解と様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すな確率分布などの意味が理解できているか．試について理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す理解
基本の理解統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．量と様々な確率分布についての理解について理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す及びそれぞれの利用手法について理解できび数理計画学について理解・修得していることが前提となる．それぞれの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す利用いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．手法について修得すについて理解・修得していることが前提となる．理解でき
て理解・修得していることが前提となる．いるか．試験，統計解析の手法について修得す演習およびレポートで評価する．および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．レポートで評価する．で評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．する．

【A1】データと実践的統計学の基本の理解推測統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．学について理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す基本の理解について理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す理解，統計解析の手法について修得す並びに推定，検定法についてのび数理計画学について理解・修得していることが前提となる．に推定，統計解析の手法について修得す検定法について修得すについて理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す
理解

正規分布などの意味が理解できているか．試，統計解析の手法について修得す標本の理解分布などの意味が理解できているか．試，統計解析の手法について修得す仮説検定，統計解析の手法について修得す区間推定，統計解析の手法について修得すグループ間の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す比較，統計解析の手法について修得す回帰分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す等に
ついて理解・修得していることが前提となる．理解できて理解・修得していることが前提となる．いるか．試験，統計解析の手法について修得す演習およびレポートで評価する．および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．レポートで評価する．で評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．する．

【A1】データと実践的統計学の基本の理解調査の企画設計，調査の実施，統計手法を用いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す企画・設計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．とデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す解釈についての理解について理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す理解 調査の企画設計，調査の実施，統計手法を用いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す企画・設計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．，統計解析の手法について修得す調査の企画設計，調査の実施，統計手法を用いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．実施，統計解析の手法について修得すデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す整理・集計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．，統計解析の手法について修得す結果の解釈について理解での様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す解釈についての理解について理解・修得していることが前提となる．理解で
きて理解・修得していることが前提となる．いるか，統計解析の手法について修得す演習およびレポートで評価する．および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．レポートで評価する．で評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．する．

成績は，試験は，統計解析の手法について修得す試験70%　演習およびレポートで評価する．および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．レポートで評価する．30%　として理解・修得していることが前提となる．評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．する．試験成績は，試験は定期試験の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す点数とする．総合成績は，試験100点満点
で60点以上を合格とする．を深め，統計解析の手法について修得す合格とする．とする．

「統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．学について理解・修得していることが前提となる．基礎」：日本の理解統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．学について理解・修得していることが前提となる．会（東京図書）
授業で配布などの意味が理解できているか．試するプリントで評価する．

「新編土木計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．画学について理解・修得していることが前提となる．」：西村昴・本の理解多義明（オーム社）社）
「統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．学について理解・修得していることが前提となる．II　推測統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．学について理解・修得していることが前提となる．」：稲葉由之（弘文堂）

確率統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．（本の理解科4年共通科目），統計解析の手法について修得す数理計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．画学について理解・修得していることが前提となる．（都市工学について理解・修得していることが前提となる．科4年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（数理統計）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．学について理解・修得していることが前提となる．や統計の基本（データの分類，集計）について解説する．統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す基本の理解（データの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す分類，統計解析の手法について修得す集計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．）について理解・修得していることが前提となる．解説する．

2 統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す基本の理解（データの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す整理，統計解析の手法について修得すグラフ表現）について解説する．表現）について理解・修得していることが前提となる．解説する．

3 記述統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．手法について修得す 代表値，統計解析の手法について修得す散布などの意味が理解できているか．試度シラバス，統計解析の手法について修得す標本の理解標準偏差，統計解析の手法について修得す平均と標準偏差など基本統計量の基礎について解説する．と標準偏差など基本の理解統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．量と様々な確率分布についての理解の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す基礎について理解・修得していることが前提となる．解説する．

4 確率の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す考え方や確率分布について解説する．え方や確率分布について解説する．方や確率分布について解説する．や統計の基本（データの分類，集計）について解説する．確率分布などの意味が理解できているか．試について理解・修得していることが前提となる．解説する．

5 確率変数の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す特性について理解・修得していることが前提となる．解説する．

6 統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．的推定について理解・修得していることが前提となる．解説する．

7 統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．的推定について理解・修得していることが前提となる．解説する．

8 統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．的検定について理解・修得していることが前提となる．解説する．

9 統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．的検定について理解・修得していることが前提となる．解説する．

10 相関とその検定について解説する．とその様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す検定について理解・修得していることが前提となる．解説する．

11 回帰分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すについて理解・修得していることが前提となる．解説する．

12 属性相関とその検定について解説する．とその様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す検定について理解・修得していることが前提となる．解説する．

13 課題に対する調査の企画・設計を行う．に対する調査の企画・設計を行う．する調査の企画設計，調査の実施，統計手法を用いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す企画・設計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．を深め，統計解析の手法について修得す行うことで，理解を深める．う．

14 統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．解析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す手法について修得すを深め，統計解析の手法について修得す用いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．いて理解・修得していることが前提となる．データの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す収集，統計解析の手法について修得す整理，統計解析の手法について修得す集計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．，統計解析の手法について修得す分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すを深め，統計解析の手法について修得す行うことで，理解を深める．う．

15 統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．解析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す手法について修得すを深め，統計解析の手法について修得す用いた評価など，一連のプロセスを行うことで，理解を深める．いて理解・修得していることが前提となる．データの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すの様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す収集，統計解析の手法について修得す整理，統計解析の手法について修得す集計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．，統計解析の手法について修得す分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すを深め，統計解析の手法について修得す行うことで，理解を深める．い，統計解析の手法について修得す結果の解釈について理解でを深め，統計解析の手法について修得す資料にまとめる．にまとめる．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．とデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す(1)

統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．とデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す(2)

確率統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．(1)

確率統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．(2)

推定(1)

推定(2)

検定(1)

検定(2)

記述統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．(1)

記述統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．(2)

記述統計および数理計画学について理解・修得していることが前提となる．(2)

課題に対する調査の企画・設計を行う．研究(1)

課題に対する調査の企画・設計を行う．研究(2)

課題に対する調査の企画・設計を行う．研究(3)

備など）
考
本の理解科目の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す修得していることが前提となる．には，統計解析の手法について修得す30 みすず 准教授時間の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す授業の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す受講と と みすず 准教授60 みすず 准教授時間の様々な場面でのデータの分析に必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得す自己学について理解・修得していることが前提となる．習およびレポートで評価する．が前提となる．必要な統計の基礎理論についての知識を深め，統計解析の手法について修得すである．
前期定期試験を深め，統計解析の手法について修得す実施する．関とその検定について解説する．数電卓を準備すること．を深め，統計解析の手法について修得す準備すること．すること．
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